
2023年 10月 25日 

森永乳業は、信州大学、ノーサンファーム（日本農産工業グループ）、森永酪農振興協会との共同研

究により、乳牛に抽出後の紅茶葉（以下、紅茶粕）を混合した飼料を給与し、ゲップ中のメタンを削減する

効果を確認しました。 

この研究成果を 10/16（月）～10/19（木）にアメリカ合衆国・シカゴで開催された、国際酪農連盟（以

下、IDF）主催のワールドデーリィサミットにて、発表しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．ワールドデーリィサミットの概要 

  ワールドデーリィサミットを主催する IDFは、1903年に設立された非営利的、非政治的な世界規模の

酪農乳業界の NGOで、現在欧米・オセアニア諸国を中心に 43か国が加盟しています。日本は 1956年

に加盟し、国際酪農連盟日本国内委員会（JIDF）として IDF活動に積極的に参画しています。酪農乳業

の科学的、技術的及び経済的発展を推進することを目的とし、世界の酪農乳業界の情報を発信していま

す。IDF ワールドデーリィサミットは、世界の酪農乳業界における最大の年次イベントであり、業界関係者

が一堂に会し、社会面、経済面、環境面の持続可能性、栄養・健康、規格、安全性と品質、技術イノベー

ションなど、さまざまな課題を共有して、情報や知識を交換するための機会となっています。今年度は世

界各国から約 2,000名が参加しました。 

 

2．発表内容 

▼演題 

 Suppression of methane production from rumens of dairy cows by feeding post-extracted black tea lees 

抽出後の紅茶粕給与による乳牛ルーメン（第一胃）からのメタン生成の抑制 

 

 

森永乳業×信州大学×ノーサンファーム×森永酪農振興協会 

紅茶粕を乳牛に給与することで、メタン生成量を約 9％削減する効果を確認 

～国際酪農連盟（IDF）ワールドデーリィサミットにて発表～ 
 

ワールドデーリィサミットの様子 



▼研究背景 

乳牛は牧草などを胃で発酵させ、消化し、私たちが利用可能な生乳を生産してくれていますが、発酵

の際に発生するメタンが牛のゲップの中に含まれ、これが温室効果ガスとして地球温暖化に影響している

との指摘がなされています。このため、乳牛の消化管内のメタン生成菌の活動を抑制するための研究、中

でも海藻や植物を用いた研究が世界中で行われてきました。 

一方、紅茶飲料の製造において、これまで廃棄物としていた紅茶粕にも様々な成分が残存しているこ

とが分かってきました。そこで森永乳業で販売している紅茶飲料（紙パック）製造後の紅茶粕に着目し、当

社の紅茶粕を原料とした飼料を乳牛に給与することで、酪農経営における温室効果ガス排出量削減に

有効かどうかを検討しました。 

 

▼研究方法 

搾乳牛を 2 群に分け、試験群には紅茶粕を 2％（乾物重量中）混合した飼料を給与し、対照群には紅

茶粕を含まない飼料を給与しました。両群から第一胃内の発酵液を、胃管を用いて非外科的に採取しま

した。採取液を直ちに人工培養し、得られた発酵ガス量とガス濃度をもとにメタン発生量を測定しました。 

 

▼研究成果と考察 

今回の試験において、メタン発生量は胃液を採取した個体の泌乳量と負の相関があることがわかりまし

た。さらに、一連の試験データを対象にした重回帰分析により、紅茶粕の給与量に応じてメタン生成量が

減少することを示す結果が得られました。この結果をもとに、モデル泌乳曲線（305 日間）における、紅茶

粕を乾物中 2%給与したときのメタン発生量を推定したところ、給与しないときと比べてメタン発生量が約 9%

減少すると推定されました（図）。 

また、本研究の条件下では、紅茶粕の給与が乳牛の生産性、健康状態、および生乳の風味にも影響

を与えないことを確認しています。 

乳牛を用いた試験として、当社で初めて紅茶粕でのメタン抑制効果を確認できました。紅茶粕を活用

することで、酪農乳業界のメタン削減への貢献を目指します。 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 図. 紅茶粕 2％給与時の、乳期あたりメタン発生低減効果 
（経産牛におけるモデル泌乳曲線） 



◆メタン削減の重要性と今後について 

牛乳は良質なたんぱく質、脂質、炭水化物、ビタミンおよびミネラルの栄養素供給源として、人々の食

生活に大切な日常食品となっています。また、牛乳は免疫力の向上や病気感染の予防など、健康的な

生活に重要な役割を果たしています。特に開発途上国において、人口増加および経済成長にともない、

牛乳・乳製品の需要量は高まっています。一方、乳牛がゲップとして排出するメタンや、ふん尿処理の工

程で発生する窒素化合物は、二酸化炭素に比べ温室効果が大きく、世界の酪農乳業界では様々な取り

組みが検討されているところです。 

森永乳業グループは、すでに実証実験が進んでいる環境配慮型ふん尿処理設備「MO ラグーン for 

Dairy」※と合わせて、 牛のゲップ由来のメタン削減の研究をさらに進め社会実装することで、酪農乳業界

で発生する温室効果ガスの削減を目指し、生乳生産に伴う環境負荷の低減と生乳生産基盤の強化に取

り組んでまいります。 

 

※「MO ラグーン forDairy」 

 畜産バイオマス発電施設と、当社の排水処理技術による肥料濃縮施設を兼ね備えた酪農・畜産におけるふん尿処理システム。2023年

4 月より森永乳業グループで運営する那須岳麓農場にて実証実験中で最大で農場で発生する温室効果ガスの 3割削減を見込んでい

る。 

詳細は以下リリースもご参考ください。 

 https://www.morinagamilk.co.jp/release/newsentry-3911.html 

  

以上 

 

 


